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あなたは何に見えますか？

ネコの背中ですか

キューピーさんのお腹ですか

事務所横桜

夕 朝
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Ⅰ．ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．

①電力、燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②省資源化による廃棄物排出量の削減

③節約活動による水使用量の削減

④地域貢献活動

⑤グリーン購入

⑥環境に配慮した工事の推進

２ ．我々は、事業活動に適用される環境関連法規制や当社が約束したことを順守いたします。

３ ．地域における環境保全活動に積極的に参加いたします。

４ ．

５ ．この「環境方針」は、社外へ公表いたします。

株式会社　セイワ

　我々は、「誠実・和合・仁愛」を基本理念とし、物作りを通して地球環境保全に対する企
業の社会的責任を果たすため、真心をもって地球と密着し、地域の環境に貢献し、人と自然
の調和を目指し、生きるもの全てをいつくしみ、持続可能な発展を目指します。

環境経営方針

代表取締役

2022年12月5日

我々は、環境汚染を防止し、環境への負荷の削減と環境への取り組みを推進するために
以下の活動を行います

　上記活動を実施するに当たり環境目標、活動計画を作成し、定期的に見直し、継続
的に改善していきます。

この「環境方針」を全従業員に周知徹底するとともに、協力会社及びその従業員の理解
と協力を得られるよう努めます。

制定日： 2010年1月1日

改定日：
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Ⅱ．組織の概要 更新日：
(1） 名称及び代表者名

株式会社セイワ
代表取締役　　濱名　修

（２） 所在地
本　　　社 〒669-6201

兵庫県豊岡市竹野町竹野2474番地の1
西町倉庫 〒669-6201

兵庫県豊岡市竹野町竹野1193番地の1
Ｈ 　　　Ｐ https://seiwa-takeno.jimdofree.com/

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 濱名　修 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊０７９６－４７－１１３５

担当者 総務部 中島　亮 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊０７９６－４７－１１３５
（４） 事業内容

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、解体工事業、大工工事業、屋根工事業

鋼構造物工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、造園工事業、建具工事業

（５） 事業の規模
売上高 百万円(2023年度)

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社セイワ
対象事業所： 本　　　社 、

対象外： なし

活動： 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、解体工事業、大工工事業、屋根工事業

塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、建具工事業

保有機械：BH0.1ｍ3（2台）・BH0.2ｍ3（1台）・BH0.25ｍ3（1台）・BH0.45ｍ3（2台）・3tTD・2tDT

Ⅳ．事業や製品（商品）の紹介

400
本　　　社

12 名
109.18延べ床面積

敷地面積

合計西町倉庫
従業員

西町倉庫

2395.2 126.0 2521.2

0名 12名
84.05 193.23

2023年3月3日

施工例の紹介

兵庫県、豊岡市の工事

民間土木・建築工事

主な事業の紹介

公共・民間土木

公共・民間建築

解体・舗装・水道工事他
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

代表者（社長）

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

濱名　修代表取締役

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

総務兼任

部門長
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

代表取締役 濱名　修

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・経営の課題とチャンスの整理、明確化

役割・責任・権限

環境事務局

土木部

4名
建築部

4名

庶務・総務

(営業) 2名
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Ⅵ．主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2018年度の調整後の係数　

Ⅶ．環境経営目標及びその実績

〇

✕

✕

✕

✕

〇

×

✕

✕

達成度 86%

44

基準年度比 2017年 2% 10%

93% 94%

3%

2017年 0% 117%

基準値

494

基準年度比 2017年 98% 104% 97% 96%

基準年度比 2017年

kg-CO2 505 534

66,398 52,351

499

728

達成度

2,459

基準年度比 2017年 98% 96%

（基準年) （目標）

97% 96%

713

92% 88%

96%

95%

54,532

基準年度比 2017年 98% 29%

kg-CO2

97%

建設リサイクルの推進

コピー用紙使用量の削
減

水道水の削減

達成度

（目標）
評
価

57,184 69,905

53,442

kg 789.00 773.22 230.00

% 90%

4%

56,601

単位

自動車燃料による二酸
化炭素削減

52,896

kg-CO2 58,351

灯油の削減

266%

LPGの削減

1,974 720

765.330

達成度 37%

達成度

kg-CO2

達成度

一般廃棄物の削減（可
燃ごみ）

98% 122%

基準年度比 2017年 98%

757.440

56,017

336%

枚 52,281 52,281 61,084 52,281

達成度 95%

2017年 98% 111% 97%
51 45

基準年度比

㎥ 46 45

環境に配慮した工事の
推進

LED照明

行動目標（次項による）

88%

グリーン購入の推進

達成度

96%

行動目標（次項による）

97% 96%

52,281

743

2025年
（目標）

97%

（実績）

39%

251%

2,485

2023年 2024年

kg-CO2 2,561 2,510
電力による二酸化炭素
削減

515

82%

上記二酸化炭素排出量
合計

太陽光パネル設置① 太陽光パネル設置②

2021年
二酸化炭素総排出量 kg-CO2 117,832

電気使用量 kwh 6,480
ガソリン使用量 L 11,571

項　目 2020年
89,596
2,032
23,353

1,000

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

53
193

軽油使用量 L 30,702
灯油使用量 L 3,137
LPG使用量 kg 138

廃棄物排出量

61,557
2,251
403

　一般廃棄物排出量 kg 133 35.47 230
　産業廃棄物排出量 トン 193.185 149.08 71.77
総排水量 m3 49

0.334
※負荷の実績は工事現場を含む
※化学物質は使用していない。

4650

11,843
2,9943,032
69,90550,776

2023年2022年

178162
792769

14,1427,570

5146

2019年
112,984
2,108
25,736
82,412
2,305
423

71
118

12,613

削減するもの 達成度＝目標÷実績×100%
拡大するもの 達成度＝実績÷目標×100%
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Ⅷ．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2023年

灯油の削減

取組紹介欄

2017年

2023年

LPGの削減

取組紹介欄

2017年

2023年

243

1月 9月8月7月

数値目標

・照明器具の個別スイッチ化 ○
○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

3月 4月 5月
31 22 3

・不要保温時間の短縮

617

数値目標 ×

・室内温度の適正化 ○
・部屋開放の禁止

217

0.0

○

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

629

・ストーブ使用基準の作成

585 36
1月

0.0

・使用湯量の節減

479

120 0 0 0

単月では達成している部分は多い。しかし、冬季の現場での使用が
多いのは、仕方がない。事務所での灯油式ストーブのつけっぱなしが
見られた
現場でも、事務所でも不在時の使用は無くすようにし、継続する。

2月

240

0 53 113

取組結果とその評価、次年度の取組内容

35

ガスストーブのみの使用だが、不在時のつけっぱなしが見られる。
電力使用量が、大幅に削減されたので、ある程度エアコンによる暖房
使用を増やすことで、年間使用量の削減をするように努力する。ま
た、不在時つけっぱなししないようにし、継続する。

0

10月

455

0.0

○

72 76

6月

✕

0 0
4.1

本格的に1年間、太陽光発電の効果を知ることができた。それにより、
昨年同様、使用電力の削減、Co2削減に大きく貢献。
夏場の時期に、空調等使用しながらでも、購入電力がない日もあっ
た。
物価高で、電力料金も増えている中で、経費削減に大きく貢献してい
る。ただ、無駄な電力を使わないように、意識し継続する。

11月

22

○

582

○

○
・不在時点火の抑制

19.8

5月
514524

152 182 183
655 554

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

554
12月11月10月

〇

135 379 76 36 0 0 0 0 0

0

20
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

4月3月2月

7月 8月 9月 10月

756 1,034

11月 12月

12月
0

526
6月

達成状況

0.0
0

0.0 0.0

0 10

達成状況

1月

49.4 49.3

2月

数値目標

39.8 15.4

0

389 302 198 274159

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

電力（kWh） 2017年 2023年

0

100

200

300

400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ＬＰＧ（kg） 2017年 2023年

0

100

200

300

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

灯油（Ｌ） 2017年 2023年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2023年

取組紹介欄

　

2017年

2023年

一般廃棄物の削減（可燃ごみ）

取組紹介欄

2017年

2023年 0 0 60 0 60

3,026 3,590

○

1月

2月 3月 4月 5月

4月

○

・アイドリングストップ

3,060

・ミスコピー禁止 ○
・3S活動実施 ○

29 206 82 52 106

585 851 1,034

10 71 26

9月

一般廃棄物に関しては、減少している。以前のように、焼却炉で燃や
すときより、減ってきている。リサイクルに関しても、段ボールはリサイ
クルボックスにおいている。
このまま継続して行う。

・エコドライブ10箇条の励行

4月3月

1,111 930 1,279 1,092

3月

✕

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

968 430

5月 6月 7月

2月

達成状況

数値目標 〇

1月

7月

3,427 484

9月

1,321

・タイヤの適正な空気圧管理

105 600
427

11月

1,194

8月

911 952 925

3,091

1月 2月

車の入れ替えも、ある程度進み、ほとんど新しい車両に変更できている。た
だ、現場において暑さをしのぐために休憩等で、車のエアコン使用のためア
イドリングをすることもある。熱中症対策や疲れを取るために、やむおを得な
いと思う。工事の受注量の増減で大きく変わることもあるが、エコドライブの
意識を持ち継続する。

643
437

293

966

183

1,058 1,253
639 512 724 753 614

取組結果とその評価、次年度の取組内容

792
6月 7月 8月 12月

1,261
10月

830 1,305

達成状況

数値目標

10月 11月 12月

10月
35 55

400 50 0 0 20
104

11月 12月
26

8月 9月

0

5月 6月

0 731 926 12 269

614 408 786947

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2017年 2023年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油（L) 2017年 2023年

0

100

200

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（kg） 2017年 2023年
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建設リサイクルの推進

取組紹介欄

2017年

2023年

水道水の削減

取組紹介欄

2017年

2023年

グリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・分野別に環境に配慮した工法やノウハウな
どを調査し、受注案件への適用検討、施主へ
の提案を推進

8月

3

3

・事務用品グリーン購入比率向上 ○

11月3月 4月
4 4 4

4 4 6

○
物価高の影響も少なからずあるも、環境に配慮した製品購入は、継
続していく。
特に社内で使用する消耗品や事務用品は、グリーンマーク商品の購
入を継続する。

・責任者が発注をすべてチェックする

3

そこまで、大量に使用が増えたわけではないが未達。現状、掃除のた
めに少し使用便度が増えた。しかしながら、限りある資源という気持ち
で、継続していく。

12月

4

　

4 4

1月 2月
5

5月
3

10月

○
効率を求めると環境に悪影響、環境に配慮すると効率に悪影響と、相反する事
柄ではある。うまくすることで、工事効率を上げ、環境にも配慮できることはあ
る。工事予算との兼ね合いもあるが、意識して自然への配慮をしていく。

9月

達成状況

・手洗い、洗い物時の節水励行 ○
・節水シール貼り付けによる啓蒙活動 ○

5

数値目標 〇

4

数値目標 ✕

達成状況

○

90%
88%

年間

4 4 5 5 4

34

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

・分別の推進

取組結果とその評価、次年度の取組内容

×

6月 7月
4

取組結果とその評価、次年度の取組内容

今年は未達であった。弊社の課題は、混合廃棄物が多い。何もかも捨てれ
ばゴミであるが、分別をすれば、リサイクルできるものもある。現場において
は、下請業者がそのまま捨ててしまうことがあるので、次年度以降は、なる
べくリサイクルするように、現場監督からの指導させるようにする。
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Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

Ⅹ．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

解体工事におけるフロン類使用機器の確認、施主への説明、適切なガス回収フロン排出抑制法

道路交通法

道路運送車両法

振動規制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

代表取締役 濱名　修

一般廃棄物、産業廃棄物の適正処理
車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

消火器の設置と定期点検

適用される法規制

廃棄物処理法

騒音規制法

遵守

建設リサイクル法

2024年3月3日
【前回の指示への取組結果】

変更なし

変更なし。継続

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

継続する。

特定建設作業実施届の届出

遵守評価

遵守

遵守
遵守
遵守

道路交通法

特定建設資材を使用した一定基準以上の工事における再資源化の実施

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

遵守
遵守
遵守

特定建設作業実施届の届出

遵守
消防法

●今年度の結果を受けて
結果として、やはり太陽光発電による効果が大である。1年間を通じて、数値で明らかになり、非常に設備投資をして良かったと
感じる。また、夏場の電力を抑えることができた。従業員数が増え、工事受注量も増え、未達成になる項目も、ここ数年増えて来
ている。なので、別にいいかと思わず、少しでも達成できるために、各担当が注意を配り、従業員が意識することで、目標に近づ
けると思う。コロナの影響、物価高の中、大変だと思うが、EA21を通じ環境経営に力を注ぎたい。

●次年度について
ここ数年、コロナ禍や物価高騰により、民間需要の冷え込み、資材費の上昇、人手不足など大きな問題がある。会社は、売上利
益を確保しなければ行けないが、環境保全ということも忘れてはいけない。環境への配慮をすることで、会社の利益等につなが
る可能性もある。1人1人の行動は小さいかもしれないが、それが環境や会社経営につながる可能性があると思う。
EA21を通じて、1人1人が意識して目標達成できるよう努力する。それが、環境保全活動となり、経営へとつながると思う。
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